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要旨   

国語科のカリキュラムでは、１年生の１学期に「平仮名」を教え終わることになってい

る。この平仮名には、「清音」はもとより「特殊音節」の平仮名や助詞も含まれる。清音

についてはどの子もほぼマスターできていくが、特殊音節は大変難しい。なぜなら平仮名

清音は、文字と音は一対一対応が基本であるが、特殊音節は文字と音の対応関係が複雑に

なるからである。８月と 11月に調査をしたところによると、８月に比べ 11月にはどの子

も特殊音節の書き取りで成果が見られた。MIMで紹介されているプリントで補充学習し定

着を図った成果である。また授業では、音を「視覚化」したり「動作化」したりしたこ

と、筆者が考えた特殊音節平仮名マスタービンゴ（ルーブリック）を使ったこと等で特殊

音節の平仮名の習得率を上げることができた。 
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Ⅰ．問題提起 

筆者は今までに１年生を 10回担当してきた。これらのクラスで、１年生の１学期終了時

には、清音 46文字の達成率は読みが 95％、書きが 87％であった。そして、１年生の終わり

には、清音についてはほぼ 100％読み書きできるようになっていた。 

しかし特殊音節の平仮名は大変難しく、1回の学習では習得できない児童が多い。なぜな

ら、平仮名清音は文字と音は一対一対応であるが、特殊音節は違う。例えば、「拗音」は２

文字で１モーラ（拍）であり、「促音」は１拍休止となるが、休止も１拍と数えるなどがあ

げられる。このように文字と音の対応関係が複雑になることにより難しくなるのである。 

ところが、教科書のカリキュラムでは１学期中に特殊音節の平仮名を教え終わるように

なっている。「ねこ」と「ねっこ」や「おじさん」と「おじいさん」のように、促音や長音

の読み書きは難しく、できなかったときにお直しをさせたり「覚えておきなさい」と言った

りして過ごしてしまうことが多い。 

そこで、これら特殊音節を持つ平仮名をどの子も楽しくわかりやすく習得できるように、

子どもの実態調査結果に配慮しながら、特殊音節の指導法を工夫し提案する。 

 

Ⅱ．研究の方法 

１．研究の対象  

① 調査対象：１年生 28人 

② 調査期間：2023年の 8月と 11月 

③ 調査方法：「読み書きが苦手な子どもへの〈つまずき〉支援ワーク」(＊文献１)を使

った調査 



２．研究の手立ての詳細 

１）「ひらがな単語聴写テスト」を使った書き取り 

１学期に一通り特殊音節を持つ平仮名を教えているがどれほど定着しているのかについ

て、夏休み明けすぐに調査をした。使用した本は

「読み書きが苦手な子どもへの〈つまずき〉支援

ワーク」である。以下の 30 個の言葉を教師が読

み、聴写するテストを行った。 

また、MIMプリント（＊文献２）等で指導をし

た 11月下旬に、同じ問題で再調査をした。 

               

２）チェック項目 

１．清音 ２．濁音 ３．半濁音 ４．撥音 ５．拗音 ６．長音 ７．拗長音 ８.促音 

９．拗促音 

 

３）テストの採点方法 

図１. 平仮名テスト 

 

図２. 単語の音節分類 

 

図３. ８月のテスト解答例 



①単語の音節分類に基づいて間違いをチェックする。 

②９種類の内で間違いがあれば、どの音節の間違いかを確認し、集計表に正の字を書く。 

③30個の言葉すべてをチェックしたら正の字の右に誤数を書く。 

④１.清音から９．拗促音までの総誤数と、５.拗音から９．拗促音の特殊音節誤数を書く。 

⑤全員の採点が終わったら、特殊音節誤数の平均点を出す。 

４）間違いの多い特殊音節の文字 

 

５）個別のアセスメントシート 

  次に、個別のアセスメントシートを作った。 

図４.テスト採点 

.. 解答例 

図５.個別アセスメントシート 



図４を見ると、特に５.拗音より後の特殊音節を持つ平仮名の書き取りを間違っている児

童が多いことがわかる。 

また、個別のアセスメントシートでは Aさんは、②濁音⑥長音⑦拗長音⑧促音⑨拗促音を

間違えている。特に⑦拗長音と⑨拗促音の間違った割合が 60％で、理解不足となっている。

また、間違いは以下のようになっている。 

 じょうず→しょーよず、すいぎゅう→すいぎゅ、うんどうじょう→うんどうじょ、ちょ

っぴり→ちょぴり、しゃっくり→しゃくり、ぎゅっと→きゅっと 

６)回答と結果（８月） 

 どの言葉を書き間違えているか、クラス全体の回答をまとめた。 

 

  

「すいぎゅう」は、牛の種類だということを教えてから書かせた。また「うんどうじょう」

は毎日使う言葉だが、半数以上の児童が間違えている。「じょう」と伸ばせなくて「うんど

うじょ」との誤答が多い。また、拗促音が特に難しい。「ちょっぴり」「しゃっくり」「ぎ

ゅっと」「ほっきょく」「しゅっぱつ」の５つは誤答率が高い。 

７）回答と結果（11月） 

  ８月と同じ問題で１１月に再調査した結果である。 

 

表１.  言葉の調査 8月 28日  ％は誤答率 

表２.  言葉の調査 11月 25日  ％は誤答率 

言葉 誤答人数 割合 言葉 誤答人数 割合 言葉 誤答人数 割合

1 すいぎゅう 11人 39% 11 じどうしゃ 3人 10% 21 おとうさん 3人 10%

2 うんどうじょう 11人 39% 12 どっこいしょ 8人 28% 22 はっぱ 0人 0%

3 しいくごや 13人 46% 13 いっぱい 5人 17% 23 かぜ 1人 3%

4 ちょっぴり 6人 21% 14 はらっぱ 1人 3% 24 ごはん 1人 3%

5 しゃっくり 7人 25% 15 しょっき 5人 17% 25 えんそく 1人 3%

6 ぎゅっと 9人 32% 16 きょうしつ 3人 10% 26 うさぎ 0人 0%

7 じょうず 11人 39% 17 おもちゃ 2人 7% 27 あいさつ 0人 0%

8 ほっきょく 8人 28% 18 しんかんせん 2人 7% 28 きつね 0人 0%

9 しゅっぱつ 8人 28% 19 ぺんぎん 0人 0% 29 くま 0人 0%

10 きょうそう 6人 21% 20 どんぐり 1人 3% 30 おに 1人 3%

言葉 誤答人数 割合 言葉 誤答人数 割合 言葉 誤答人数 割合

1 すいぎゅう 18人 64% 11 じどうしゃ 10人 35% 21 おとうさん 4人 14%

2 うんどうじょう 18人 64% 12 どっこいしょ 10人 35% 22 はっぱ 3人 10%

3 しいくごや 17人 60% 13 いっぱい 9人 32% 23 かぜ 3人 10%

4 ちょっぴり 16人 57% 14 はらっぱ 9人 32% 24 ごはん 2人 7%

5 しゃっくり 15人 53% 15 しょっき 8人 28% 25 えんそく 2人 7%

6 ぎゅっと 14人 50% 16 きょうしつ 7人 25% 26 うさぎ 1人 3%

7 じょうず 13人 46% 17 おもちゃ 6人 21% 27 あいさつ 1人 3%

8 ほっきょく 13人 46% 18 しんかんせん 5人 17% 28 きつね 1人 3%

9 しゅっぱつ 13人 46% 19 ぺんぎん 5人 17% 29 くま 0人 0%

10 きょうそう 11人 39% 20 どんぐり 4人 14% 30 おに 0人 0%



 

８）結果の考察 

８月と 11 月を比べると明らかにどの言葉も誤答率が減っている。11 月の結果を見ると、

全問正解の児童が６人と増えた。また、前回より大幅に誤答数が減った児童も７名いる。特

に支援学級に通う２名は、誤答 50個から 29個に、61個から 27個に減っている。個別の指

導が有効であることがわかる。通常学級でも、誤答が 27 個から 15 個に、29 個から 8 個に

減った児童もいる。 

 特殊音節のある言葉は 19個ある。それらの正答数を調べると、クラス全体では 8月は、

318個で正答率は 59.7％、11月は 442個で 83.0％まで上がっている。 

 しかし、清音のように（書きの達成率 85％以上）までは、まだ上がっていない。 

 特殊音節が苦手という児童が明確になったので、教室での個別指導を進めていく。 

 

Ⅲ．特殊音節平仮名指導の実際 

１．MIMの取り組み                         

８月の調査の

後、 MIMのプリン

ト(＊文献２) を

朝の学習のパーツ

に組み込んだ。 

右に問題を、左

に答えを載せたプ

リントを作成し、

半分に折り、解答

を隠した状態で取

り組ませ、できた

子から自分で丸付

けをさせた。 

図６.  ８月と 11月の特殊音節言葉テスト誤答数の比較 
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図７. MIMプリント（筆者が自己採点可能に編集）  



このプリントは、言葉を読んで○をつけるだけなので子どもたちに好評であった。 

また、自分で答え合わせをし、正誤のフィードバックがすぐにできるので正しい言葉を定

着させることができた。 

長音や拗音が混ざっており、特殊音節を総合的に学び直すことができたと思われる。 

また、毎回点数を控え、特に難しいと思う児童には特殊音節の言葉のカードを読んでもら

ったり、一緒に言葉を書く練習をしたりした。 

これらの効果が 11月の再テストに表れたと思われる。 

 

２.特殊音節マスタービンゴ（ルーブリック）の提案 （2024年度）  

 教科書では、５月半ばから、特殊音節の指導が始まる。そこで、2024年度は、子どもたち

が少しでも興味を持って取り組めるように、特殊音節マスタービンゴ（ルーブリック）を試

案し、実施した。 

 

 一つ一つの単元で、ルーブリックを作成した。評定はＢ・Ａ・ＡＡとし、達成したところ

に色を塗り、全部そろったら大きく○をつけるようにした。 

 それぞれの特殊音節の授業を以下にまとめる。 

１）濁音 

教科書の濁点の文字を○で囲み、点々がついたらにごった音になることを確かめる。そ

して、教科書を一緒に音読する。（ルーブリック B） 

  かき→かぎ、さる→ざる、まと→まどをノートに写す。（ルーブリック A）他にこれらの

ようにすんだ音の言葉から、にごった音に変身する言葉はないか考えさせた。また、濁音の

付く言葉をできるだけたくさんノートに書かせた。（ルーブリック AA） 

図８. 特殊音節平仮名マスタービンゴ（筆者作） 



 

 

２）促音(つまる音) 

 つまる音は、母音を急に止めて、１拍分そのままにしておく音である。つまる音はそれだ

けで発音することができない。 

 また、小さな「つ」を入れると言葉が変化する。ねこ→ねっこ、まくら→まっくらのよう

にである。児童には、「ねっこ」と正解を告げるのではなく、「ねつこ」や「ねこっ」のよ

うに、わざと間違った表記を示し、まちがいを見つけさせる方法もよい。 

また手を打ちながら言葉を言うことも大切だ。「かけっこ」であれば、「か」「け」と２

回たたき、「っ」は手を握ることで区別する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック AAの「じぶ

んでことばをみつけての

ーとにかく。」ができた子

に、黒板へ言葉を書かせ

た。 

黒板は、促音の言葉でい

っぱいになった。みんなで

書かれた言葉を手を打ち

ながら読んでいき、促音の

まとめを行った。 

 

図９. 濁音のルーブリック 写真１. 清音から濁音へ 

図 10. 促音（MIM＊文献 HP３） 図 11. 促音のルーブリック 

写真２. 促音の言葉の板書 



３）長音  

 とても難解である。授業では、長音「あ段」「い段」「う段」 

「え段」「お段」の５つに分けて指導した。 

 まず、「あー」と伸ばす言葉は何があるかをみんなで考えた。 

おかあさんやおばあさんがある。長音の言葉をみんなで集め、 

黒板に書いた。それを「あ段」「い段」「う段」と整理し、 

各自で長音のつく言葉集めをさせた。 

特に難しいのは、「え段」と「お段」である。「おねえさん」は

「え」と伸びる音になるが、「けいさつ」「せんせい」「とけい」

などは「い」を伸びる音に使う。 

 また、お段も難しい。「ろおそく」と読むが、「う」を伸びる音

に使う。伸びる音を「う」と書かず「お」と書くのは 22 個あり、

そのうちの７つは、小学校で教える。 

これらの言葉は、「遠くの/大きな/氷の上を/多くの/狼/十ずつ/

通った」と言いながら、丸暗記する方がよい。 

 この後も、復習プリントを朝の学習や宿題等で行ったが、 

なかなか難しそうであった。         

 

４）拗音・長拗音 

①拗音 

 拗音とは「きゃ・きゅ・きょ」のようにねじれた音のことである。

ねじれた音の表を使い、きゃ・きゅ・きょ、しゃ・しゅ・しょ、ち

ゃ・ちゅ・ちょ にゃ・にゅ・にょ・・・と声を揃えて読む。 

その後、「きゃ」「きゅ」「きょ」、「しゃ」「しゅ」「しょ」

「ちゃ」「ちゅ」「ちょ」と分けて、言葉集めをした。 

さらに、「きゅう」「きょう」、「しゅう」「しょう」、「ちゅ

う」「ちょう」と、長拗音の言葉も集めた。 

 

 

左の図のように、ど

んどんビンゴが増え

ていくので、児童も楽

しんで授業を受ける

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

図 14.長音（MIM＊文献 HP３） 

図 13. 特別な長音「お」 

(＊文献 HP４) 

図 12.拗音（MIM＊文献 HP３） 

図 15. 特殊音節平仮名マスタービンゴ(筆者作) 



５）助詞 

「は」「が」「へ」「を」の助詞を使えるようになって、文を書くことができる。助詞の

中で特に「は」と「を」は「わ」と「お」の音と同じなので、児童は間違いやすい。1年生

の 1学期に教科書を使って使い方を教えるが、一度で定着しない。よって、一年間かけて繰

り返し助詞の指導を行っていく。 

「助詞」という表記は難しいので、「くっつきのは」というように読んでいる。それは、

ものにくっついて使う文字という意味である。 

 

① くっつきの「は」の指導 

  画用紙に助詞を書き、教室にあるものにくっつけて文作りをする。 

最初は教師が例示する。次に児童が棒を持ち、例えば鉛筆けずり

を指したとする。その後全員で文を作る。「鉛筆けずりは赤い。」 

というようになる。 

次に文を考えノートに書き、書いた文を黒板に板

書し、みんなで読み合った。 

 

 

②「を」の指導   

向山（1985）によれば「タオルをバケツの中に入

れた、「何をしたのか」と聞くと「入れた」をい

う。そこで次のように書いた。（図ア）子どもたち

は、これは変だという。「タオルを
・
いれた」となる

というのである。(中略)「タオルを入れた、とな

ればいいのですね」と念を押して「を」の字を書いて 

ある画用紙を貼りつけた。(図イ)私は正確に読んだ。 

「たおる」と読んで一息入れた。そして「をいれた」と一気に読んだ。子どもたちはゲラ

ゲラと笑った。」（※文献５） 

このように、わざと教師が間違い子ども達に正しい答えを引き出させる。その後、「を」

を使った文を考えノートに書き、板書して共有する。このように指導しても、クラスで数人

はどうしても「を」と「お」の混同がある。毎回、声をかけ直すようにしている。 

 

写真３.助詞カード   

写真４.文作りの板書 図 16.文づくりルーブリック 

図 17.「を」の指導 



Ⅳ．特殊音節の特徴と特殊音節指導カリキュラム 

１．清音と特殊音節 

清音とは、濁点も半濁点もついていない「かな」のことをいう。 

平仮名の文字と音は一対一対応が基本だが、そうでないものを特殊音節という。特殊音節

には「拗音」「促音」「長音」「撥音」の４つとその組み合わせがある。 

 

 

 直音 拗音 

 清音

 

 

 

  

  

 

 

 

 

あいうえお 

かきくけこ 

さしすせそ 

たちつてと 

なにぬねの 

はひふへほ 

まみむめも 

や ゆ よ 

らりるれろ 

     わ 

 

きゃ きゅ きょ 

しゃ しゅ しょ 

ちゃ ちゅ ちょ 

にゃ にゅ にょ 

ひゃ ひゅ ひょ 

みゃ みゅ みょ 

 

りゃ りゅ りょ 

 

 濁音 

 

 

 

がぎぐげご 

ざじずぜぞ 

だぢづでど 

ばびぶべぼ 

ぎゃ ぎゅ ぎょ 

じゃ じゅ じょ 

ぢゃ ぢゅ ぢょ 

びゃ びゅ びょ 

半濁音 ぱぴぷぺぽ ぴゃ ぴゅ ぴょ 

金田一（1967）によれば、これらの上に、促音【っ】長音【ー】撥音【ん】が加わり、

日本語の音は全部で 130-140種類あると言われている。（＊文献６） 

１年生は直音の清音から平仮名を教える。その後、濁音→半濁音→促音（きって）→

長音（おばあさん）→拗音（おもちゃ）→拗長音（ぎゅにゅう）の順に１学期の内に教

える。清音は、どの子もほぼ読み書きができるようになるが、特殊音節の平仮名は、難

しく教科書通り教えても一度では覚えられない子どもが多くいる。 

 

２．日本語の音韻的特徴 

１）音節とモーラ 

音節とは、発音するときの音の単位で、日本語では音は母音によって発せられる。母音

の数が音節の数となる。 

日本語のリズムの基本的な単位を、拍（はく）またはモーラと言う。１拍は同じ時間的

な長さを持つ。基本的には１文字１拍。ただし、「つ」「や」「ゆ」「よ」「ん」は、前

の文字と２文字で１拍となる。 

２）音節とモーラの対応表 

表３. 清音と特殊音節一覧

表 



 深川（2021）によれば、音節とモーラの関係が以下にまとめられている。(＊文献７) 

これを見れば、文字と音（拍、音節）の対応関係がわかる。 

 

 

     文字        単語例   拍（モーラ） 音節 

直音 

 

清音、濁音、半濁音 

 

 めがね 

 ゆきだるま 

   ３モーラ 

   ５モーラ 

３音節 

５音節 

撥音 

 

 

「ん」 

 

 

  かん 

  まんが 

 しんかんせん 

   ２モーラ 

   ３モーラ 

   ６モーラ 

１音節 

２音節 

３音節 

促音 

 

 「つ」 

 

  きって 

 ホットドッグ 

   ３モーラ 

   ６モーラ 

２音節 

４音節 

長音 

 

 

 あ行の音の変化 

 

 

  おとうさん 

 おねえさん 

 ほうき 

   ５モーラ 

   ５モーラ 

   ３モーラ 

３音節 

 ３音節  

２音節 

拗音 

 

 

 

 「や」「ゆ」「よ」 

 

 

 

  きゃべつ 

 きゅうり 

 ケチャップ 

ジェットコースター 

   ３モーラ  

   ３モーラ  

   ４モーラ 

   ８モーラ 

３音節 

２音節 

３音節 

５音節 

 

３）特殊音節を書く際、間違う原因はなにか 

 表５を見てわかるように、直音は「拍（モーラ）」と音節の数が同じである。つまり、発

音するときの音と拍が同じなので、書き間違うことがない。しかし、音がない特殊拍である

「撥音」「促音」「長音」「拗音」は、聞こえるまま（音節）で子どもは言葉を覚える。 

そして、聞こえるとおり、自分が言っているとおりに文字で置き換えて書くために「つ」が

抜けたり、長音表記の「う」が抜けたり「ん」が抜けたりする。 

 だから、拍を打って言葉を言い、見えない音を視覚化することが大切なのである。 

誤答例としては、「おとうさん」と書くところ「おとさん」、「がんばった」と書くと 

ころを「がんばた」としてしまうのである。 

 

 

文字 

（聞こえ）おとうさん ５文字 

 文字 

（聞こえ) がんばった 

 音節  o toh san ３音節   音節 gan bat ta ３音節 

 拍 

（モーラ） 

 

 o to h sa n 

 

５拍 

（モーラ） 

 拍 

（モーラ） 

  

 ga n ba t ta 

 

５拍 

（モーラ） 

 ※「つ」「－」「ん」はそれだけでは存

在しないが、１拍（モーラ）と数える。 

※拍の数   ＝音節の数＋特殊拍の数 

(モーラ数) 

表４. 音節とモーラの対応表 

 

 

表５. 言葉を例にした音節とモーラの関係 



言葉を読んだり書いたりするのは、何歳頃から発達するのであろうか。これには、「音韻

認識」が関わってくる。 

大阪教育センターの「言葉の学びについて」によれば、「音韻認識とは、ことばがいくつ

の音でできているか、始めの音は何かなど理解できる言語の音韻の単位を操作する能力の

こと」とある。音韻認識が弱いと、幼児期に見られる「で/れ」など似ている音の聞き誤り

や、「スパゲッティ→スタベッキィ」などの言い誤りがよく起こる。（＊文献８）とある。  

また、発達障がい支援よつばブログによれば、「ゆきだるま」だと、ゆ・き・だ・る・ま

の５つの音が連なっている。「ことばは、いくつの音からできている」という音への気づき・

意識は就学前の４歳～６歳の時期に最も発達する。この音韻認識ができてきて、平仮名を習

得できるようになる。」（＊文献９） 

  音韻認識は、読み書きの基盤として非常に重要

である。「たいこ」ということばは、「た」「い」

「こ」と三文字でできていて、一つ目の音は「た」

と言い「た」と書くというように、音と文字の対応

の気づきができるということである。 

 しかし、特殊音節は単純ではなく、拗音は２文字

で１モーラ（拍）、促音は１拍休止となるが、休止

も１拍と数える。 

よって文字と音の対応関係が複雑になり、子ども 

にとっては難しくなる。 

これらの課題を克服するためには、音を視覚化し、動作化して教えるようにする。 

 

４）拗音がねじれの音となるしくみ 

毎年のように、｢先生『きゃ』ってどう書きますか｣と尋ねてくる。子どもにとって、拗音

も大変難しいのである。 

拗音の仕組みは「かな文字の教え方」（＊文献 10） 

に詳しい。この文献を読み、ねじれた音となる仕組み

がわかった。 

例えば拗音の「きゃ」は、須田(1967)によれば、

「「き」から出発して、まっすぐに「い」にいかない

で、きゅに「あ」ののうにねじれるのです。」（＊文

献 10）とある。 

実際、このように発音すると、「きゃ」という 音

が出る。「き」→「あ」一 「きゃ」」となる。 

音をながくのばして発音したとき、「おかあさ 

んの音(母音)」にまっすぐ進んでいく音を「直音」というが、「きゃ」は「き」から「い」

に行かないで急に「あ」の方にねじれる。だから、ねじれの音というのだ。 

 また、「い段の音」だけが拗音になることがわかった。 

拗音になる手続きとしては、い段の音を言いかけてから、続いて「あ」「う」「お」を発

音する。 

図 18.音韻認識の発達過程(＊文献９) 

図 19.拗音 (＊文献９) 



 

 

 いだんの直音  き  し  ち  に  ひ  み  り  ぎ  じ  ぢ  び  ぴ 

あだんの 

ねじれた音 

きゃ 

 

しゃ 

 

ちゃ 

 

にゃ 

 

ひゃ 

 

みゃ 

 

りゃ 

 

ぎゃ 

 

じゃ 

 

ぢゃ 

 

びゃ 

 

ぴゃ 

うだんの 

ねじれた音 

きゅ 

 

しゅ 

 

ちゅ 

 

にゅ 

 

ひゅ 

 

みゅ 

 

りゅ 

 

ぎゅ 

 

じゅ 

 

ぢゅ 

 

びゅ 

 

ぴゅ 

 

おだんの 

ねじれた音 

きょ 

 

しょ 

 

ちょ 

 

にょ 

 

ひょ 

 

みょ 

 

りょ 

 

きょ 

 

じょ 

 

ぢょ 

 

びょ 

 

ぴょ 

 

きゃ    しゃ   ちゃ   にゃ   ひゃ   みゃ   りゃ 

 

 

い あ       い あ      い あ      い あ      い あ     い あ     い あ 

 

 

                                      

３．１年生 国語「平仮名指導」単元指導計画(＊文献 11) 

 平仮名指導に関係のある内容について単元指導計画にまとめた。１学期国語 87時間中、 

平仮名指導関連は 29 時間＋平仮名のおけいこ帳 20時間程度で合計 50時間行っている。 

 

 

月 ◆単元名・教材名・◎指導目標 時数 主な学習活動 

４月 

 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆かくことたのしいな 

◎平仮名を読み、書くことが

できる。 

◎正しい姿勢や鉛筆の持ち方

を意識して書く。 

 

◆ ことばを さがそう 

◎音節と文字との関係に気づ 

くことができる。 

◎身近なことを表す語句の量

を増やし、語彙を豊かにする

ことができる。 

 

◆かきとかぎ 

◎平仮名を読み、書くことが

できる。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

①正しい鉛筆の持ち方や正しい姿勢に気

をつけて挿絵をなぞる。 

②一画の平仮名｢く」｢つ」を書く。 

ワークブックを使って練習する。 

※46文字を約1ヶ月かけて清音46文字を教

える。（約20時間） 

①手を打ちながら１音節１文字であるこ

とに気づき、２文字３文字４文字の言葉

等があることを知る。 

②「あ」「い」「う」「え」「お」など

既習の平仮名で始まる言葉集めをする。 

③これまでに習った文字を使って言葉を

見つけて、ノートに書く。 

①唱え歌読み、濁音に気づく。 

②濁音の有無を確認する。 

③清音と濁音の平仮名をノートに書く。 

表７. 小学校１年生国語１学期単元計画（特殊音節関連を記載） 

図 20. 拗音のきまり 

表６. い段のみ拗音ができる仕組み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 

 

 

 

 

◆ぶんをつくろう 

◎文の中における主語と述語

との関係に気づくことができ

る。 

 

 

◆ねことねっこ 

◎促音の表記、助詞の「を」

の使い方、句点の打ち方を理

解し、文の中で使うことがで

きる。 

 

◆おばさんとおばあさん 

◎長音の表記、助詞の「へ」

の使い方、句点の打ち方を理

解し、文の中で使うことがで

きる。 

 

 

 

◆あいうえおであそぼう 

◎平仮名を読み、書くことが

できる。 

 

 

◆おもちやとおもちゃ 

◎拗音の表記、句点の打ち方

を理解し文の中で使うことが

できる。 

 

 

 

 

◆はをへをつかおう 

◎助詞の｢は」、｢へ｣及び｢を｣

の使い方を理解して文や文章

の中で使うことができる。 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

④濁音の単語を見つけノートに書く。 

①・主語・述語・句点を意識して文を視

写する。 

②「————は————。」の文で表し、ノート

に書く。 

③３日常の生活から、「———が———。」の

文をノートに書く。 

①唱え歌を読み、促音に気づく。 

②促音の読み方を確認する。 

③促音のある言葉とない言葉を比べなが

らノートに書く。 

④促音や濁音のある言葉と助詞「を」使

って、簡単な文を書く。 

① 唱え歌をリズムに気をつけて読む。 

長音になることで言葉の意味が変わるも

のがあることに気づく。 

②長音のある言葉を読んだり書いたりす 

る練習をする。 

③長音のある言葉を集めてノートに書い

たり、友達と交流したりする。 

④長音のある言葉を使って文を書く。 

①言葉遊び歌を読む。 

②自分たちで「あいうえおであそぼう」

を作る。 

③五十音表を読む。 

④しりとり遊びを楽しむ。 

① 唱え歌をリズムに気をつけて読み、 

「おもちや」と「おもちゃ」の言葉の違

いに気づく。 

②拗音のある言葉を読んだり書いたりす

る練習をする。 

③拗音のある言葉を集めて、ノートに書

いたり、友達と交流したりする。 

④拗音のある言葉を使って文を書く。 

①唱え歌を、リズムに気をつけて読む。 

②唱え歌を視写する。 

「わ」と「は」､「お」と「を」､「え」

と「へ」の使い方に注意する。 

 このように、教科書のカリキュラムでは、５月の中旬以降特殊音節の平仮名指導がどんど

ん進む。入学後間もない子どもたちには大変難解な教材となっている。 



Ⅴ.研究の結果 

 現行の教科書カリキュラムでは、清音の平仮名学習後、すぐに特殊音節の平仮名を 1学期

に教えることになっている。このカリキュラムでは、子どもたちへ特殊音節の平仮名が定着

しきれない。実際、2023年の調査によると夏休み明けのテストで最大 64％の誤答率であっ

た。その後 MIMプリント（筆者が自己採点可能に編集）を使い補充を行い、さらに点数の低

い児童には個別指導を行うことで 11月の調査では最大 39％まで誤答率が下がった。 

 調査した特殊音節のある言葉の正答数は、8 月は 318 個で正答率は 59.7％、11 月は 442

個で 83.0％まで上がっている。この結果からも、継続して特殊音節に触れ、練習を繰り返

すことが定着のために必要であることがわかる。 

さらに、2024 年度の１年生には筆者が考えた「特殊音節平仮名マスタービンゴ」を使う

ことで教科書教材に、より主体的に取り組むことができた。 

また、筆者が特殊音節の仕組みを研究したことにより、昨年度よりわかりやすく子どもた

ちに教えることができた。 

 

Ⅵ．終わりに 

前回の令和 5年度は、清音の平仮名指導を中心に論文をまとめた。 

今回は特殊音節の平仮名指導に特化し、なぜ特殊音節は難しいのかを調べ、またどうした

らわかりやすく教えることができるのか指導法をまとめた。 

特殊音節が難しいのは、日本語の音韻と関係している。清音は、文字と音が一対一対応で

あるが、特殊音節はそうではない。促音の「ねこ」と「ねっこ」でみると、「つ」は、拍は

あるが音はない。聞こえない音の理解が難しいのである。長音や拗音も同じく、言葉の「文

字数」と「拍」と「音節」が一致しないことにより、指導が複雑になるのだ。 

それらを回避する方法として、「音を視覚化」することがあげられる。言葉集めをした後、

促音がでたら手をぎゅっと握る動作で、聞こえない音を表現したり、長音が出たら、手を合

わせて下に引っ張る動作で伸びる音を表現したりする。 

こうして、特殊音節の平仮名が出たときには、毎回手を使って音を動作化するようにし

た。 

また、多層指導モデル MIMのプリントで調査を行うことで、指導前と指導後の定着度も

図ることができた。さらに 2024年度には教科書が新しくなり、それらの指導計画に則って

「特殊音節ひらがなマスタービンゴ（ルーブリック）」を試作し、実施した。「ビンゴ」とい

う遊びを取り入れることで子どもたちは興味を持って特殊音節の平仮名を学習していった。  

今後も、定着しきれていない特殊音節を、１年間かけて継続しながら指導していく。 
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